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知
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さ
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の
必
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あ
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け
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は
り
に
ト
ニ
九
三
m
r
l

一
U
「
M
T
F有
に
λ
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汁
治
体
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でド
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J、
円問

の
2
思
決
む
を
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う
日
上
、
住
民
投
票
の
設
問
の
形
式
は
、
原
則
と
し
て
内
民
投
票
の
結
果
に
解
釈
川
J

余
泡
を
時
一
す
こ
こ
の
な
い

択
と
す
べ
き
で
あ
る
n

し
か
し
、

u
h
y

は
司
令
場
台
に
お
い
つ
、
も
苔
伏
で
な
日
れ
一
い
な
ら
は
J

と
い
う
わ
日
で
は
な
J

口
問
誕
の

九
百
に
ぶ
つ
で
は
ご
以
上
り
選
択
肢
も
あ
り
釘
る
で
あ
ろ
う
り
に
だ
、
沼
状
肢
が
一
一
以
ト
に
立
つ
止
場
台
は
、
剖
恥
果
の
取
J
叫
い
か
府
難

に
た
る
こ
と
が
P

十
恕
さ
れ
、
ま
た
、

i

分
な
昨
日
A
4
4
J
f
J
手
れ
ず
に
安
易
に
選
抗
肢
が
没
氾
さ
れ
て
し
ま
h

っし
c
い
「
ぃ
門
J
J
U
危
日
間
手
れ
る
し

件
以

U
R
は
田
市
久
市
川
内
心
制
収
設
計
？
っ
1L
リ
最
も
雫
裂
な
耐
久
素
と
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て
、
請
求
刑
宮
行
者
名
数
の
安
件
一
一
以
J

げ
る
f
と
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で
き
る
J

請
求
裟

刊
に
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し
て
い
え
ば
、
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だ
け
が
請
求
権
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は
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て
、

投
票
資
格
vれ
は
一

八
作
成
以
亡
L
W八
な
る
ー
も
の
の
、

片
山
山
ム
山

h
J

、TL

1lh
－： 

請
求
権
者
と
投
票
資
格
言
は
一
致
し
て
い
る
P

事
会
教
の
安
件
に
つ
い
て
は
、
右
権
喜
一
川
一
心
分
の
か
っ
ベ
刀
の
一
ま
で
あ
る
が
、

も
｝
と
も
多
い
白
治
体
（
り
数
h
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分
（
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以
上
で
一
口

一
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）
、
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が
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の
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%
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一
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と
七
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、

一

μ山
w冷
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あ
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行
の
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投
川
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条
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制
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P
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に
二
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七

I＞、

ハ）ハ刀心
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を
ぷ
め
る
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白
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お
刀
、
ぷ
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、
p

引
権
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口
L
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者
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十
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れ
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さ
れ
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γ
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あ
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れ
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、
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め
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け
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が
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＋
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史
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ホ
ロ
安
と
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て
差
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支
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一
二
も
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と
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ユ
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｜
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、
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執
は
可
く
つ
く
仁
一

vr「f
ー
も
り
に
の
雨
オ
め
は
必
帯
主
で
あ
る
、
」
の

二
一
か
b
、
店
近
の
泡
叫
中
心
開
閉

E
に
あ
わ
ぜ
て
住
民
投
百
引
を
実
泊
」
i
o拾
の
規
定
を
設
け
る
円
治
体
4
況
れ
て
き
て

L

ま
三
、

νい
ド
以
に
廷
に
誌
社
恒
J
V
一
認
め
る
も
の
が
二
つ
山
町
（
じ
凶
出
、
品
川
止
犬
、
れ
U
J

二
条
例
は
ん
を
て
」
で
お
｝
白
人
川
、
こ
の
う
ち
代
孫
子

市
、
増
ギ
一
ぃ
町

「
川
崎
刊
さ
れ
に
J

も
の
こ
し
て
は
一
一
野
町
J

は
一
一
間
会
の
バ
ム
思
が
、
一
忌
子
山
は
市
民
参
加
条
悦

条
に
規
定
す
る
市
民
参
加

山
川
度
審
木
川
ム
討
に
諮
問
L

一
分
の

~i 

の
わ
一
決
か
必
要
と
き
、
れ
て
い
q

る
c

義
務
引
の
刻
展
山
北
川
に
お
い
て
目
、
北
川
本
的
に
怜

長
か
ら
の
党
議
権
か
芯
仏
り
ら
れ
と
お
、
れ
ば
分
て
あ
り
、
庁
長
や
議
員
の
同
党
議
議
は
特
に
必
安
で
は
な
い
c

山
長
も
一
院
じ
も
な
ー
一
一
民
の
ム
ド

按
選
、
ヤ
立
選
は
れ
、
を
れ
そ
わ
に
議
案
心
仙
紅
茶
権
が
み
旬
、

仕
門
て
の
荷
山
川
川
を
加
川
内
す
れ
ば
、

時
一
験
計
ぶ
や
説
会
心
解
散
請
求

十

H
て、

の
制
度
も
地
均
自
治
法
一
一
用
意
さ
れ
J

い
る
わ
首
長
、
山
川
l

弐
役
山
川
ど
請
求
す
る
滋
合
と
い
う
の
は
、

由、に

ι」早、一心一丹市
b
Jど…
r
卜
い
ん
r
f
f

い
埠
h

ム
口
や
議
会
と
の
玄
見
の
2htvv
が
あ
る
場
九
円
M
L
Cえ
ら
れ
、
ぷ
の
取
ら
円
に
議
会
心
同
守
一
が
必
史
で
あ
れ
ば
、
談
会
げ
か
じ
民
投
川
（
引
を
実
施
す

る
の
が
不
利
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
よ
ふ
な
場
丘
に
は
、

ψ
J
K山
口
一
こ
と
な
か
り
一
誌
人
目
が
同
意
j
る
は
ず
が
な
い

h
と
い
っ
て
州
制
限

J」

険に
tt司
令 戸台

f奇』こ
J耳作
す De
る干支

""' ？」 σ〕
あ手主
りI＇義
、権

f土 手ゴ
民 ii:1,
f之め百ヴ
市，jと
fえ

は凶
氏
あ十I
' "" 
ま Jγ
？と体
主市ij
i~ h虫
玉突 , , 

民の

市lめ
なの
11¥ fゴ
完↑干
す n
る記
事；j iこ
j定利
〉同

さ
と才L
il る
じJ
さブ
才工 ？／ 

，，ン
ご守 ツ

ゼト
あ l

る

つ,, 

冷
間
百
一
戸
に
闘
す
る
と
ζ

''°'; 1:vz禁法作品合｛

次
に
川
弘
司
由
＝
…
H
h

闘
す
ノ
る
こ
と
こ
3

〆
て
、
投
票
学
、
柊
者
の
芳
、
供
い
い
の
な
か
で

介
齢
臣
官
位
い
は

八
段
以
上
が
高
J
へ
川
ほ
か
？
凶
市
川
川
（
ハ

こ
ん
い
ノ
山
点
以
ー
が
J
F
士
丸
山
ほ
h
v

九
市
町

へ
二
一
一
お
）
、

一
六
歳
以
仁
が
よ
和
山
一
市

、
川
門
%
一
と
な
っ
て
い
る
口
住
民
投
票
の

一
対
二

対
象
事
一
以
は
、
イ
の
白
J
F

泊
体
の
杓
米
に
か
か
わ
る
重
安
な
ぷ
認
と
あ
る
、
｝
と
か
ら
、
？
一

y
泊
体
独
自
の
汀
引
と
し
て
、

℃
き
る
だ
け
吋
ド

を
広
げ
よ
う
J
寸
る
的
一
川
、
β
見
ら
れ
る
が
、

ヘ

γ戎
九
可
法
律
能
川
f
ム
ロ
勺
）

日
本
軍
守
山
法
の
茂
f
L
千
続
に
泣
す
る
法
律

勺
l

」ふ
4

品、

の
危

（！メ人民半、 GI (6 2'31 lZ羽〔2りlキ 1



r日

支
件
が
一
八
歳
以
上
と
な
っ
亡
お
り
、
今
投

八
歳
以
し
し
が
、
？
流
に
ー
ゴ
る
も
の
と
川
レ
わ
れ
る
f

ま
三
、
条
例
に
よ
る
住
民
投
川
一
日
は
公
紋
迭
さ
法
の
協
同
を
受
け
な
い

γこ
か
ら
、
日
ハ
斗
に
山
江
山
中
止
官
民
者
を
定
め
る
こ
と
が
町
詮
で
あ

J、
円問

り
、
、
ぶ
れ
れ
i
M
H
P
ヘ
に
も
投
票
権
合
認
め
る
J

伐
の
が
九
山

r4

こ
12
守
L
4
レ
、
主
汁
主
主
1土
、
i

五
人
コ
完
封
7
4
p
j
j

て
正
ド
り
一
斗
司
、
手
i
l
f
F
1
4七
巨
じ
？
に
俳
句
－
2
J
ロ
ム

る
傾
向
に
あ
る
u

こ
の
う
ち
、
己
初
川
市
と
大
♂
村
山
は
、
仕
留
資
俗
J
Z
i
」
一
っ
て
引
き
続
き
一
一
庁
以
i
川
本
に
ハ
白
河
を
有
す
る
定
作
外
一
川

第人
ノl、ま
i't ぐ
た iす
判象
決l主c ，，弓
、ir 

る

た
だ
、
選
挙
や
公
戦
就
汗
な
乙
の
外
k
i
人
参
政
r札
躍
を
め
ぐ
っ
て
は
、

す
成
♂
一
バ
リ
一
万
八
円
最
高
裁

憲
法
九
一
条
項
に
い
二
つ

一
b
l
h

、

2
ト
ト

地
心
公
だ
古
川
体
の
く
一
域
内
に
住
ぞ
か
、
布
す
】
I
G
日ト
h
J判
長
ケ
品
目
味

ず
る
も
の
と
所
寸
る
の
か
作
中
」
で
あ
打
、
右
規
ハ
U
ぽ
、
我
が
百
に
在
川
E
fる
外
同
人
に
対
し
て
、
地
ヲ
ハ
H
A
T

－
A
仲
の
氏
、
そ
の
混
合
の

議
員
当
心
径
一
や
む
権
利
乞
以
詰
し
ー
に
よ
u
む
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
判
小
し
て
い
る
し
か
し

記
律
を
も
っ
て
、
地

十

H
J
L

方
公
共
同
体

ηL仏
、
そ
れ
い
り
議
会
三
f

杭
長
等

L
W
H
r
る
法
苧
佐
一
宮
山
刊
L
J
す
る
和
声
か
れ
講
ず
る
、
、
と
は
、

t
R
H
一いよし世小
l

け
さ
れ
て
い
る
も
の
で

は
ん
仇
い
L
〆
解
「
ず
る
の
が
相
当
で
あ
る

と
い
う
判
決
川
町
止
が
付
け
加
え
ら
れ
戸
、
い
る
。

次
に
義
務
州
fu℃
論
ず
る
に
当
た
っ
、
重
裂
な
」
と
じ

投川一
A

口
一
成
心
山
五
件
と
お
る
。
こ
れ
ま
て
に
制
定
さ
れ
た
位
え
校
日
条
例
の
特

設
と
〕
て
、

い
わ
山
J

る
「
古
川
〉
出
条
項
、
？
あ
げ
ら
れ
る
こ

二
れ
は
、
投
票
率
が
斗
一
り
%
程
前
で
あ
れ
ば
、
投
票
pf

小
成
立
L
f
v
v

、
関

川
小
、
）
伝
い
こ
い
よ
点
、
の
で
あ
る
、
せ
っ
か
く
多
く
の
単
と
γを
集
め
、
々
す
ャ
仰
の
費
用
宇
一
3
m
g

け
な
が
ら
、
成
J

安
朴
げ
を
よ
州
た
さ
伝
レ
こ
い
よ
J

こ
こ
て
、
間
出
生
さ
れ
ず
お
防
相
入
り
ζ

な
れ
ば
、

の
た
め
の
住
民
投
票
z
J
の
か
乙
い
っ
、
」
乙
に
日
る
ハ
義
務
刑
で
は

一
口
市
町

N
U九
）
が
討
の
一
以
上

r!i 

阿
川
九
）
が
一
に
刀
の
一
で

小店
J

手メ
ρ
ー
の
規
定
が
な
い
の
は

ノ、
7干I
~I了

と
あ
る

乙
だ
、
生
九
担
問
、
／
一
坂
戸
山
は
、
成
立
一
山
万
九
件
い
に
注
？
な
く
て
も
均
出
は
行
hn

子
I
J

て
川
る
。
義
務
部
心
却
一
皮
一
一
川
か
、
り
す
れ
ば
、
時
叫
一
T

ま
で

む
か
白
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の
で
あ
る
U

良
川
に
わ
1
F

～
つ
に
司
市
体
阜
、
性
氏
に
印
判
官
キ
一
段
は
ず
令
寸
つ
な
手
パ
4
4
1

住
民
ぷ
川
A

i

九
士
J

て

るバ
L

は
、
同
市
低
投
開
川
A
I
J
E
定
め
ご
い
ね
く
必
泌
が
あ
る
と
h
w
う
与
え
が
丸
山
る
一
方
で
、
ポ
イ
コ
，

L
出
J

却
に
よ
り
生
以
投
出
す
草
刈
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的
い
不
成
？
J

い
し
よ
う
と
い
ヲ
る
懸
念
も
あ
る
ま
た
、
現
行
法
卜
、
投
票
丸
山
木
の
送
守
主
法
的
L

義
務
ハ
ド
い
い
け
ゐ
こ
と
は
で
き
な
い
L
Y

さ

h

一
れ
ま
で
の
性
民
投
票
長
例
は
い

f
れ
も
諸
問
川
r
幻
制
一
…
一
ど
あ
り
、

住
民
投
山
一
山
制
反
を
氏
E
の
尊
甫
・
住
民A
の
京
思
表
明

開
票
結
果
こ
そ
が
段
大
の
は
的
こ
い
つ
て
も
過
一
一
で
は
あ
る
ま
い
ロ
り
ゲ
う
い
う
意
味
で
も
、
山
肌
，
v
T、
作
に
つ
い
て
は

絶
対
佐
川
示
－

74寸
と
絡
め
ー
～
更
仕
る
議
論
が
必
裂
で
あ
る
ハ

／ 

次
に
寺
一
殺
の
照
的
で
d

め
る
が
、
同

心
事
項
ま
た
は
当
政
市
中
戸
品
と
同
日
心
市
下
尽
に
つ
い
て
は
、

一一

4
間
住
民
投
票
の
実
版
の
請
求
を

日
仙
沼
恒
す
る
も
の
は

二
4
ぃ
巾
江
（
九
ム
一

%
J
に
の
ぼ
る
F

一
可
慣
は
恒
張
市
だ
け
で
、
背
中
市
は
規
む
H
体、
β

な
く
現
存
す
る
条
例
と

［
て
は
呉
何
で
為
る
η

廃
止
さ
れ
ム

一
条
例
の
一
ば
か
に
は

一
年
以
は
二
幻
で

規
定
の
弓

1
0の
が
一
町
で

べ
f
L

聞
と
と
っ
て
い
る

J

出
足
枚
以
請
求
心
乱
発
を
効
乏
し
、
以
策
の
d

女
！
ぺ
止
を
保
つ
た
め
に
も
、

一
定
期
間
の
制
奴
は
必
要
で
忘
る
が
、
あ
ま

η
長
く
設
む
い
司
る
と
事
情
が
激
変
し
た
場
合
に
は
、
対
応
が
嵯
わ
る
可
能
性
も
み
7
9
へ

二、！ノ
J
d

’戸、

－

［

J

h

、J

土
口
ぇ
コ
け
ど
北
九
十
〕
ゴ
リ

J
C
主、

↑

T
U
4
i！
l

「
J
J
h

合
尺
投
票
の
村
川
断
材
料
と
な
る
よ
う
な
行
政
、
り
資
料
い
桔
裂
が
、
公
干
・
中

υ
的
な
！
V

山
か
ら
ト
分
三
提
供
さ
れ
る
必
吹
が
－
…
り

必
安
に
い
～
ν

て
公
悶
討
一
以
叫
ん
品
や
、
ン
シ
ド
ジ
ワ
ム
や
L

へ
の
掲
載
だ
け
で
な
く
、

間
位
す
る
J

む
の
が
ほ
と
ん
2
2
あ
る
v

ま
た
、
投
票
巡
劫
に
つ
し
て
は
、
げ
山
本
的
に
向
山
い
行
う
こ
〉
が
で
き
る
と
し
、
買
収
、
脅
迫

J」

す
市
誌
の
向
日
な
け
川
一
以
が
拘
只
さ
れ
、
ソ
へ
は
不
当
に

の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
円
一
ハ
の
既
に
を
設
け
る
も
の
が
与
ノ
い
日
＼

''°'; 1:vz禁法作品合｛

引
則
ま
て
規
心
さ
れ
て
い
る
乞
の
は
な
い
の

主苫

義
務
川
r
住
民
投
票
条
例
の
誠
一
必
と
民
主

伝
統
的
な
議
会
制
民
主
王
認
の
道
府
の
も
こ
で
は
、
政
議
の
決
定

ω作
民
の
代
表
た
る
議
会
が
こ
れ
を
行
い
、
て
の
政
策
三
下
六
行
が

示
会
の
コ

f
r
口
ル
の
ミ
に
あ
る
以
仁
、
住
民
日
烹
町
、
は
、
こ
の
メ
カ

一
ス
ム
を
川
け
と
て
去
川
台
、
れ
、
住
民
参
加
は
、
こ
の
品
一
会
対
…

の
補
充
り
4
J

次
的
機
能
主
有
す
る
に
A
Z
ぎ
な
レ
と
初
P
V
C
－九九一れ
C
h
u
r
：
し
か
し
近
年
、
議
会
と
作
氏
と
の
同
質
性
h
M
M
己
主
わ
れ
、

年
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r日

法
的
F
M
八
川
問
、
炉
、
八
ム
コ
一
九
環
境
、
消
費
ム
ア
ィ
保
志
凶
作
、
と
の
パ
寸
前
一
細
山
崎
に
お
し
い
て
作
氏
の
す
山
同
い
や
史
心
不
〉
の
か
か
わ
り
ご
顕
若
い
現
わ
れ
る
、
仇

う
に
仕
っ
て
き
し
4

ん
な
か
、
。
民
営
戸
川
川
の
胃
M
4一
液
化
叫
し
ん
J

」形
Yー
の
一
っ
と
1
L
て
住
民
投
田
川
が
ハ
リ
川
切
7
7
7、
す
る
稲
抗
も
占
め
る
。

J、
円問

、k
れ
ま
で
の
住
民
淫
政
に
よ
る
住
民
投
票
に
閑
ず
る
古
一
官
室
内
誌
の
長
案
率
が
二
部
に
も
消
ぺ
』
仏
い
と
い
う
一
一
ゃ
ん
の
な
か
ぞ

h
示
令
了

df
，
f
v
 

C
は
為
る
か

去
の
要
れ
を
満
た
ば
、
議
会
心
目
前
日
時
z
f侶
H
ず
に

7
J
E円
に
引
民
投
京
ゐ
実
施
犬
、
れ
る
弐
務
刊
ー
が
増
え
て
き
て
い
る

4
Yつ
こ
と
は
、
あ
る
忍
作
怖
と
両
絞
り
…
h
h弘
、
｝
／
一
で
あ
る
。
こ
れ
ま

な
点
、
住
民
技
法
相
変
心
議
論
が
な
さ
れ
立
が
う
？
冶
町
、

引
一
ざ
統
一
J
U
F
H
m
A
汁
が
必
要
と

L
f

引
hh員
一
人
心
実
現
に
で
？
っ
と
は
い
な
い
～
ハ
晴
か

白
げ
体
b
先
行
す
る
形
で
沼
野
が
り
引
が
つ
亡
レ
7

匂
と

じーっ
U
は
、
こ
れ
ま
で
の
政
治
む
仕
組
み
が
変
わ
λ
J
h
っ
と
し
て
い
る
の
で
丸
山
り
、
そ
れ
だ
行
生
μ
ん
の
参
加
要
ぷ
バ
L
K
M
t
u
r
J

て
き
σ
て
い
る

こ
と
が
そ
心
背
申
れ
と
し
こ
込
げ
ら
わ
Q
F

山
義
務
川
芯
一
ば
、

判
別
人
い
と
い
同
ヒ
く

ιl「
て
の
意
思
を
確
認
す
る
必
裂
が
生
じ
た
と
き
に
、
そ
の
都
皮
議
会
の
設
決
を
得
て
制
定
予
れ
る

条
例
で
あ
け
、
ま

rじ
口
氏
扶
川
（
引
の
制
皮
ナ
ピ
作
る
こ
と
に
ロ
る
た
め
、
め
る
宅
品
川
叫
に
だ
し
て
こ
、
り
J
久
な
品
目
川
市
が
出
る
こ
と
が
年
ま
し
い

と
考
え
た
場
台
に
、
そ
の
は
ト
来
日
ザ
年
マ
d

や
す
い
よ
う
に
制
民
F

ピ
長
打
す
る
こ
と
包
可
砲
で
あ
る
J

白
菜
料
引
型
一
は
、
批
山
川
川
音
べ
く
れ
て

し
る
制
弘
、
ず
な
わ
ち
基
本
的
い
同
じ
制
度
で
行
ム
こ
と
を
前
提
と
し
て

K
り
、
ま
た
住
民
が
必
M
7
戸y
恩
人
ノ
と
き
に
氾
逃
に
対
泌
ず
る

て
お
わ
、
よ
り
痩
れ
て
い
る
こ
み
る
こ
と
が
で
き
る
戸

こ
と
い
か
で
き
、
住
い
刊
投
芳
三
文
比
三
き
る
わ
け
で
、
制
反
的

た
だ
個
別
制
条
例
の
場
合
は
、
住
民
投
白
＝
一
の
け
吋
象
が
明
確
に
さ
れ
に
条
例
乙
な
る
が
、
義
務
J

川f
条
約
心
場
合
は
、
そ
の
対
象
事
項
を

い
く
ら
只
体
的
に
規
乏
ー

γ
D
hっ
こ
3

〆
で
も
、
そ
）
に
は
限
界
が
あ
h
、
ど
う
し
て
も
そ
の
他
住
民
投
票
に
利
了
J

る
こ
と
が
拘
r

と
な

い
こ
日
記
吟
う
れ
る
宇
一
川
（
l

ζ

い
う
よ
h

つ
ぽ
抽
象
的
な
規
定
を
川
用
意
廿
さ
る
を
え
な
川
口
論
家
お
な
規
定
の
山
崎
台
、
ど
の
よ
う
況
説
誌
が

こ
の
川
忠
之
に
該
当
「
る
か
に
つ
い
℃
想
札
が
分
か
孔
る
こ
与
が
十
分
想
定
犬
、
札
、
現
実
的
に
は
、
首
長
等
の
及
川
哲
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ

一9
一

と
rLJ川
浩
司
令
し
三
人
i

、
そ
の
放
置

ι対
し
て
争
訟
の
必
却
や
、
長
の
い
民
子
を
迫
n
止
す
る
選
お
な
ど
が
党
ι
1
7
J
7
匂
イ
サ
能
述
、

νあ
る
c

ct 
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義
務
川
1
3
P
U

」
の
パ
ω
味
で
は
、
完
全
之
久
，
心
し
た
制
皮
と
す
る
こ
と

しし
P
し
、
と
の
よ
う
な
制
茂
に
お
い
て
J
E
、一文

の
よ
バ
呈
ど
い
F

？
も
の
は

μ日
間
す
る
も
の
で
あ
〕
、
ー
は
円
以
が
あ
る
以
上
、
そ
こ
に
は
北
京
の
利
回
を
逸
脱
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
問

留
は
必
ず
あ
る
い
く
か
ら
、
こ
の
こ
y

を
4
っ
て
、
表
務
副
引
を
否
P

心
す
る
れ
拠
）
は
な
り
え
主
い
義
務
羽
は
、
こ
れ
ま
ミ
の
作
民
主

動
力
必
史
」
／
振
り
込
孔
ば
、
住
以
に
い
〈
つ
て
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
使
え
る
制
度
4

あ
り
、
為
と
は
、

ζ

う
成
立
支
ι
れ
い
を
ク
リ
ア
し
、

ま
に
そ
の
花
田
一
市
計
来
を
政
治
決
定
に
反
映
さ
せ
る
こ
こ
が
と
き
る
か
が
今
後
の
副
題
で
み
る
。

七

~ 

剛一

地
方
分
梧
氏
草
が
由
一
む
中
℃
、
2

ド
パ
ん
た
ら
心
住
ム
印
私
の
あ
る
べ

行
政
注
品
R
C
廿
市
本
理
念
非
公
小
限
引
を
条
例
化
し
よ
う
1r
す

る
傾
向
が
続
い
て
お
町
、
｛
い
い
治
甘
木
本
条
川
内
や
ま
ら
会
つ
く
り
民
本
条
例
心
制
む
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
が
い
ま
な
お
多
く
H
ん
ら
れ
る
ー

そ
の
必
か
で
、

政
院
決
定
に
主
る
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
段
階
ド
お
い
て
、

ι民
投
川
（
引
の
規
定
も

軒
々
の
住
民
参
加
制
度
が
設
け
つ
れ
、

盛
り
円
仏
一
ま
れ
、
人
t
i

後
と
も
義
務
刑
住
げ
は
投
票
条
例
は
、
治
加
し
て
い
く
も
の
と
応
わ
れ
る
む
議
会
心
議
決
乞
ね
る
こ
と
な
く
、
作
げ
は
な

店
、
炉
支
い
地
戸
れ
る
の
は
、
一
子
れ
ま
で
の
経
尚
を
み
れ
ば
弘
前
進
で
あ
る
と
評
怖
で
さ
る
も
の
の
、
内
民
投
票
の
結
了
ハ
ポ
が
政
策
決
心
ピ

J」

反
吹
さ
れ
ゐ
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

JF議
一
川
の
よ
う
に
y

叶
長
が
投
票
私
悶
戒
を
旬
夜
十
ゐ
よ
う
な
ミ
と
に

川
の
た
め
の
作
氏
投

''°'; 1:vz禁法作品合｛

ー
ニ
コ
ニ
コ
ソ

1
3
J
F
V
7
C
古

亡
4
4
U
L
ん
な
い
ハ
諮
問
引
と
は
ど
う
し
て
も
限
界
が
あ
る
」
そ
こ
で
、
作
民
投
票
の
結
果
に
法
的
約
束

h
りわ
r
一
山
什
た
せ
る
f
と
は

来
三
L
－L
札
ノ
十
法
制
花
？
に
は
ぶ
川
設
な
の
ど
ろ
う
か
、
検
討
を
い
山
え
て
？
令
。

仏
民
投
票
の
法
的
拘
束
h
リ

法
片
r
L
ム
ィ
〆
一
〈
住
民
投
開
一
4

に
は

易、仙川
r
川
什
寸
治
法
桁
別
法
の
制
定
に
『
14u’
る
も
の
一
、
的
ト
ヴ
弘
治
法
に
い
荊
っ
く
議
会

η
解

川
以
及
び
長
等
わ
熔
川
端
に
関
ず
る
も
の

市
町
村
の
／
（
U

刊
の
わ
例
に
点
ず
る
法
律
に
民
つ
く
ら
口
併
協
議
会
設
同
協
誌
等
に
閉
山
す
る
も
わ
が
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r日

あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、

い
ず
れ
3
0
住
民
投
票
の
芯
呆
に
対
い
て
法
的
拘
収
力
士
ち
つ
も
の
で
あ
る
、

住
以
投
川
一
ぺ
心
法
的
川
い
束
力
に
渇
す
る
J
t
説
を
、
消
極
説
、

和
問
也
」
弘
、

中
世j
ロ立

女

万U

日え人t士主主； GO 'G 2'8) キc2oペ「2iil'.'3 

方
、
条
例
に
恭
づ
く
nU民
投
川
に
と
J

い
て
は
、

J、
円問

4工
ま

のそ
7：れ
1見ド」
を体
ート ｝ァ

ヘト－
i.1聞
も h三
こllあ
、る

/L 

F官
七、

住
民
投
票
の
結
県
に
対
」
2
今
法
的

抗
ι
h
4
J
V」

叩

認

め

る

？

一

比

一

憎

ま

で

種

々

あ

り

、

つ

ら

J
A
n

条
例
に
ぶ
づ
く
判
制
皮
午
、
J

て
は
疑
問
で
あ

る
と
す
る
足
柄
、
一
ぴ
ぶ
ポ
例
に
ト
止
つ
〈
什
忙
民
投
票
制
度
、
拘
束
m
f
γ
%に
可
能
で
あ
る
ζ

T

G
見
出
、
、
必
拘
束
刊
ー
は
法
体
作
に
基
つ

れ
ば
不
り
花
、
、
す
る
に
併
が
あ
h
、ヮ
1
1
4

誌
は
お
で
占
め
る
。

九
州
正
十
軒
以
、
多
殺
説
の
一
分
類
に
従
っ
て
、

前
絞
民
、
山
初
、
J
山
町
接
民
主
制
正
！
h
H
置
づ
け
に
つ
レ
て
の

nfuJ
に
も
触
れ
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
〈

消

椅

vd

こ
日
況
の
代
去
的
論
者
は
、

川
県
肝
川
山
υ同
で
み
り
、

ス
テ
ム
は
、
陀
長
「
点
、
主
義
立
地
刀
自
治
制
皮

の
共
本
〉
し
て
い
る
c

e

地
LJ山
討
伐
は
問
捺
民
五
主
義
的
制
度
（
り
ほ
か
に
、
住
民
が
粂
例
の
制
定
状
廃
や
事
務
位
ん
い
を
求
め
る
ム
ド

援
山
町
h

収
人
削
肢
（
イ
二
、
二

L
T
ィ
プ
」

計
一
品
会
〈
U
解
散
や
一
誌
i
H
a
山
村
氏
心
情
川
刊
誌
ぶ
制
貯
ゾ
（
り
コ
ー
ル
一
な
ど
の
在
、
長
え
ー
上
、
五
義
的
制
民

を
認
め
て
い
る
け
れ
ど
も
、

間
以
氏
、
t
工
設
が
機
伝
不
ん
に
陥
っ
た
山
台
に
と
れ
を
矯
土
し
自
治
主
徳
一
パ
ず
る

二
れ
つ
の
制
度
は
、

日ハ

γ
勺♂、、

い
わ
ば
楠
定
的
た
制
夜
と
、
ぷ
ー
一
一
%
一
定
さ
れ
亡
し
い
る
い
す
ぎ
な
い
戸
市
r
m
g
j
d
、
他
方
公
L
T

ハ
川
体
の
立
問
L
E住
民
M
’
同
一
般
決

定－
J
る
刊
民
投
手
、
制
皮
は
、

池ト
hfpH，
訂
作
の
住
民
投
票
（
憲
法
、
丸
五
条
）

の
ほ
か
に
は
、
議
会
の
解
散
や
誌
員

a
h長
の
鮮
戦
請
求
が

定

rvナ
ー
場
へ
じ
に
定
め
り
れ
て
い
る
ど
け
で
あ
る
け
況
行
法
制
系
は
、
明
り
か
に
司
叫
荒
川
で
す
荒
川
町
基
調
と
1

〕
て
い
る

と

L
、
パ
青
山

法
や
法
律
の
制
服

、
や
は
り
地
方
行
政
は
、
判
長
乙
議
会
九
三
の
古
川
寸
い
で
お
こ

k
h寸
こ
と
や
、
r定
し
て
い
る
こ
1

庁
主

苫
る
を
え
な

U
L
、
ま

γて
れ
に
は
析
か
山
の
川
向

J
Eめ
る
。

か
別
政
策
を
ア
ド
・
ド

y
ク
に
住
民
川
い
作
午
、
決
吟
る

ー
：
う
や
り
々
と
ま
、
－
丁
没

l

h

I

J

i

；

1

F

 

は
均
一
叱
さ
ま
み
～
げ
μ
円
以
や
議
会
心
権
限
と
責
汗
体
制
を
お
び
や
か
L
U
J

万
人
ど
れ
か
あ
る
か
ら
、



現
行
の
決
体
。
戸
と
の
刷
に
接
触
げ
が
服
凶
～
’
い
さ
れ
る
」
と
＋
張
、
J

て
い
る
さ
ら
に
、

1
U
H
泣
の
風
潮
の
ま
か
に
は
、
地
方
自
治
の
で
権
者

は
住
民
で
あ
る
と
の
点
念
竺
百
円
仏
的
に
池
町
1
1

平、

均
f
d
行
政
に
関
す
る
甫
波
山
来
ρ
rは
ご
き
る
ピ
け
住
民
志
巳
の
吉
援
の
交
政
に
よ
っ

亡
決
定
一
ヲ
ヘ
き
で
あ
匂
乙
の
意
以
パ
が
強
ま
っ
て
い
る

（
に
こ
え
は
昭
和
川
一
行
地
方
制
岐
川
利
低
公
「
住
民
の
自
治
戸
山
山
一
同
の
向
上
に
資
す

る
ー
乙
め
の
ヴ
策
に
叶
測
す
る
符
中
」
立
ど
）

L
か
し
、
そ
う
し
た
い
九
万
が
、
現
行
法
の
と
る
r
h

八
日
的
作
一
坪
設
に
日
明
日
ら

L
、
は
丈
し
て

妥
当
ζ

い
え
る
か
こ
う
か
は
疑
わ
し
い
羽
山
氏
心
政
治
や
行
政
は
、
か
つ
て
の
岡
市
却
的
牧
歌
的
村
会
で
の
そ
れ
ζ

畏
な
り
、
す
く
れ

て
専
門
的
応
用
と
れ
し
と
い
る
か
ら
一

ハ
心
閉
山
山
町
ご
れ

r
L
J
Kを
代
表
「
る
に
ふ
さ
わ
し
レ
テ
ク
ノ
ク

7
1
1、
に
信
託
し
そ
の
古
川
リ
で

原
川
尚
以
も
住
民
投
山
一
川
を
ら
問
中J
に
否
定
し
て
い
る
わ
い
じ
で
は
ん
ふ
く
、
不
ー

は
山
政
出
は
、
今
併
の
沿
い
れ
円
な
ど
口
治
依
い
ん
引
【
リ
心
主
礎
的
条
河
に
か
か
わ
る
必
本
的
な
巴
択
に
つ
い
て
は
右
府
で
あ
る

2
し
こ
い
る
υ

行
わ
せ
る
の
が
ト
必
当
で
あ
る
一

と
し
て
レ
る
し

し
か
し
、

ゼ＇c、
÷守
、一

ー
ぐ
し
て
議
公
が
設

山
九
日
ポ
レ
フ
7
レ
ン
ダ
ム
主
牛
え
投
票
に
つ
い
て
、
ー
地
右
仏
山
北
九
州
体
に
は

設
車
検
問
」

医
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
議
会
の
議
員
は

心
地
方
公
共
凶
悼
の
住
民
が
、
問
、
民
こ
れ
を
選
挙
匹

主E
刊日山パ一一タ
z
h

現
J

し
て
い
る
わ
け
ノ
で
お
る
つ

批
十
ハ
リ
公
共
団
体
に
お
け
合
政
策
の
是
非
ば

什
い
え
か
ら
凶
一
般
選
卒
さ
れ
に
叫
肢
は
に
ょ
う
、
紺

つ
ま
り

悦
附
さ
れ
る
議
会
に
お
い
て
決
す
る
こ
L
y
h
y
T
w
法
が
要
求
、
）
て
い
る
と
解
「
え
き
で
は
な
か
ろ
う
’

ree－－
eこの
椅
の
住
い
ん
投
4
1
条
例
の

J」

制
立
は
、
同
一
般
涯
学
で
山
山
ば
れ
た
行
九
九
や
議
会
い
と
っ
て
、
向
一
恥
け
ど
い
J
b
コ
な
げ
上
り
か
ね
ず
、
羽
主
判
決
の
ぼ
る
代
衣
以
エ
削
康
民
と

''°'; 1:vz禁法作品合｛
j
t
、
少
な
か
り
す
寸
前
日
ず
る
ζ

こ
ろ
古
あ
る

〆」4
1
L

－m的
側
面
を
述
べ
て
い
る
。

@ 

積

柘

dd

杉
肘
出
来
小
採
は
、
純
代
表
引
・
ょ
っ
山
、
的
代
表
引
か

A
f’
代
表
制
令
山
判
久
代
去
杭
へ
の
転
換
に
よ
〆
，
て
、

民
主
副
H
4

を
茶
木
一
す
’
る
人
一
氏
ム
丁

権
問
山
述
主
将
ハ
刑
さ
れ
て
、
る
〆
て
い
う
較
月
か
ら
、
日

4
R憲
法
の
間
接
氏
ム
丁
剥
は
自
J
7
氏、
i
引
の
代
梓
物
に

怠
件
、
肝
釈
上
円

能
な
限
h
y
F

出
u
班
長
、
土
紙
芝
山
山
川
す
る
、
ア
こ
町
民
請
さ
れ
て
い
る
と
、
張
L
f
る

o
Rレ
ベ
ル
で
は
、
法
作
に
ょ
っ
と
拘
束
抗
出
民
投
票
制
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r日

反
を
設
け
る
」
と
問
、
六
ぃ
法
目
灸
や
μ
九
条
一
明
に
ぼ
触
す
る
の
で

d
さ
れ
ず
、
吋
訪
問
刊
凹
い
民
投
票
制
戊
し
か
許
さ
れ
な
い
が
、
地

方
公
共
同
体
レ
ベ
ル
で
は

止
法
に
悶

γ
る
杓
来
的
国
民
立
川
一
心
に
対
1
J

て
制
約
こ
な
ゐ
憲
法
凶
条
の
1

国

心

附

の

J

法
機
関

J、
円問

ト吋いこ、ノコ、

ノ

σ
ベ

h
九
条
一
尽
に
お
け
る
止
法
一
十
淡
さ
に
つ
い
て
の
例
外
の
厳
し
い
限
定
が
打
在

L
主
い
こ
と
、
お
も
仏
び
地
方
汀
治
山
中
V
別
法
の

住
民
役
票
に
河
ず
る
憲
法
九
ム
η
条
の
想
定
仏
、
正
司
）
て
、

日
本
当
憲
法
は
、

地
方
公
ド
ハ
川
刊
体
の
芯
思
決
定
｛
山
つ
い
く
は
議
会
に
よ
る

意
忠
決
定
を
y

川
提
／
｝
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
：
、
乙
〈
に
重
攻
防
叫
に
つ
い
て

の
民
意
に
よ
る
決
定
や
草
桐
況
し
て
い
る
と
も
解

さ
れ
る
了
こ
述
べ
、
い
る
c

そ
し

c、
地
刀
自
治
法
九
団
条
九
五
条
は
、
司
判
の
場
合
、
条
例
で
談
会
を
お
か
ず
、
布
権
者
心
総
会

～
町
村
総
九
ど
を
も
コ
て
議
会
に
変
え
る
こ
と
を
誌
吃
て
お
り
、
ん

ω前
に
直
長
民
、
引

bI4認
し
て
h
v

る
c

し
人

J
J

っ
て
、
い
や
原
泰

雄
は
一
杓
束
的
住
民
投
百
川
制
を
条
例
て
1

日
付
る
こ
と
の
司
ruど
に
つ
い
て
、

f
町
村
の
山
之
司
に
は
、
そ
れ
を
肖
志
す
ぺ
女
合
珂
的
な
血

由
は
ほ
い
も
の
と
考
ス
ら
れ
る
ν

人工

fE的
な
也
捻
足
半
制
が
り
能
℃
為
れ
ば
、

部
分
的
ほ
直
接
込
ム
下
制
が
会
J

げ
さ
れ
て
い
る
と
す
る
血

防
ば
応
別
と
し
て
な
い

も
ち
ろ
ん
、
地
ん
公
共
凶
体
で
処

mu
し
う
る
事
務
て
あ
る
こ
1
／
、
住
民
投
票
二
九
仇
日
〕
口
事
項
で

あ
る
こ
と
、
作
「
土
投
票
一
回
J
A
必
川
ど
の
ふ
山
市
形
態
と
し
と
の
「
ブ

ν
ビ
シ
γ
ト
」
に
伝
ら
伝
い
た
め
の
誇
長
判
が
目
ハ
綜
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
い
y
の
制
約
一
千
占
め
る
こ
と
は
、

い
λ
ー
ま
で
も
な
い
c

町
た
か
い
の
場
合
、
諮
問
型
住
民
投
足
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
条
例
で
設
H
7
q
Z）

が
け
沼
恒
ア
ヨ
・
選
法
と
寸
る
方
が
困
難

5
あ
ろ
う

「

都
道
IN 
lヨ
。コ

場／会
円

：ま

J司
東
日3
ft 
Ji'. 
J支
禁

制
キ
f予

測昨冬
」

l又

IJ・ 
る
チ宇

グコ

地

十
サ
汀
F

…
旧
法
心
九
凶
条
・
九
ム
川
条
令
援
用
す
る
v

乙
が
で
き
江
い

J
L
か
し
、

i
本
国
憲
法
の
住
民
代
表
制
の
観
白
か
ら
－
j
れ
ば
、
ま
た

予
れ
を
支
え
る
同
氏
÷
係
「
人
民
へ
ブ
ー
－
ノ
ル
一

や
住
民
打
r
い
出
の
柏
町
一
辺
か

り
の
こ
仁
、
窓
法
と
み
れ
に
泊

合
的
な
法
律
問
小
川
出
仕
禁
J
H
民
主
r
A
な
い
限
り
、
そ
の
い
組
万
公
共
巨
体
の

F
お
り
性
一
降
、
ル
江
川
市
に
な
じ
む
宅
只

γ
つ
い
と
、

ゾ
レ

ν

ン

ト
」

に
な
ら
な
い
よ
う
に
出
店
し
つ
つ
、

ウ
町
村
、

拘
束
的
れ
民
役
川
A

剖
を
条
例
で
設
け
る
こ
と
は
刊
誌
、
と
解
「
べ
き
で
為
ろ
う
n

市
、
都
道
府
県
の
い
ず
れ
の
υ
之
円
で
丸
れ
、
生
氏
化
活
古
ム
オ
心
す
る
主
民
間
恥
訟
に
つ
い
て
は
、
性
民
代
表
り
た
り
い
バ
レ
か
ん

ιも
よ
る 0) 
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？
っ
、
拘
史
的
伶
民
投
票
日
d

位
陣
的
に
ふ
わ
つ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
、
主
疋
べ
て
お
り
、
立
が
い
み
よ
了
之
、
同
様
の
ギ
張
を
、
J

て
い
る

('1; 

中

間

必

中
間
説
で
は
、

約
束
パ
r
C
住
民
投
票
は
憲
法
上
刊
誌
で
あ
る
が
、

地
卜
力
白
川
市
川
広
下
で
は
い
禁
止
、
ト
川
、
三
、
の
実
施
に
は
法
改
7
1
が
必
民

て
九
州
ふ
v
o

？／
ι？
？
〕
、

一
死
葉
装
は
、

諮
問
刑
の
れ
民
投
票
で
あ
れ
ば
現
行
決

f
も
泊
法
で
あ
る
こ
「
る
史
鮮
C
占めるハ

レ
即
決
九
一
一
条
を
受
け
と
池
万
－
」
治
法
は
読
ん
訂
【
議
員
）

乙
一
良
心

な
「
代
表
民
i
布一

を
町
内
川
市
L
、

も
長
に
ψ
l
設
地
江
沢
γ
六
辺
体
の
平
路
市
の
執
行
に
叩
ん
す
る
片
山
括
的
権
浪
を
汀
守
L
て
レ
】
I
G
が

の
執
行
経
坊
を
法
的
に
舟

点
し
た
打
、

Z
I
－
－
れ
ら
に
か
わ
っ

f
t
H治
体
の
意
引
い
右
前
訟
に
決
定
し
f
ハ
れ
り
す
る
仏
民
投
京
制
度
士
設
け
る
と
、
そ
の
越
国
田
に
一
氏
TJ
る
こ

－Y」一
h
h
M
J
司令

異
論
は
忘
る
も
m
v
c
、
約
点
的
決
ー

む
府
民
投
票
制
度
を
条
例
で
定
め
る
の
は
地
方
｝
口
一
ム
日
い
注
安
で
あ
る

に、
）引

にー

と
い

4
C
が
一
般
的
な
考
え
方
で
の
る
F

他
方
、
現
れ
法
」
、
条
例
に
よ
る
約
束
町
内
こ
え
投
票
制
肢
の
導
入
が
小
川
能
で
あ
る
と

し
て
も
、
伝
作
に
よ
っ
て
そ
の
注
を
問
く
こ
と
ま
で
長
百
建
一
伐
と
い
う
の
は
疑
問
で
あ
り
、

こ
の
際
エ
の
仁
う
な
ん
向
で
検
汚
す
る
余
地
M
Lめ
る
と
い
、
ふ
ん
じ
さ
「
浩
は
、
「
中
間
出
法
規
定
は
、
け
失
地
上
々
、
り
い
ず
れ

ι

つ
い
て
も

考
co 
オ1
、
し、

" 

刀3
0 
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間
出
弘
氏
、
l

制
を
甲
心
と
V

J

て
、
声
援
氏
＋
制
的
制
皮
で
こ
れ
な
い
例
忘
す
る
趣
時
一
L
r

ニ
ituの
が
素
直
な
と
と
、
区
内
世
話
ぷ
の
み
凶
制
設
を
p
t

J」

め
な
が
ら
、

政
策
的
甘
民
投
川
小
山
つ
い
て
沈
黙
ト
ー
る
仙
叫
ん
自
治
法
は
、
吾
、
〆
怒
し
は
別
と
、
〕
て
拘
束
的
立
政
治
的
甘
氏
校
出
の
禁
止
JT

L

一
じ
て
い
る
ο
ま
た
、
株
足
元
γ

政

''°'; 1:vz禁法作品合｛

へ
門
戸
ず
る
乙
攻
解
で
き
る
こ
、
こ
れ
か
ら
、

や
は
り
多
数
況
の
見
方
；
十
時

H
1な
よ
う
に

生
、
「
中
刻
説
折
衷
一
抗
）

か
旧
叩
在
の
ζ
f
z
J
直
説
〆
｝
し
で
＝
肢
も
説
川
町
的
で
お
ろ
、
て
消
掠
説
は
、
同
地
方
自
治
に
十
三
百
尺
子
制
を
保
市

し
に
憲
法
の
攻
念
を
反
政
乙
川
同
視
し
て
い
る
、
一
y
へ
お
想
説
も
E
政
に
の
沈
絞
り
う
え
明
、
人
民

i
権
誌
の
一
川
町
乙
し
て
住
民
ベ
ゴ
約

を
川
比
九
、
あ
ま
り
実
例
の
は
J

町
村
総
会
の
存
在
坪
山
間
中
一
強
川
市
附
す
る
結
果
、
地
r
H
川
弘
治
に
お
け
る
内
ι也
氏
主
引
の
相
刻
化
に
傾
い
て
い

る
こ
と
な
ど
わ
点
で
＋
J
に
疑
問
心
残
る
と
、
工
っ
て
あ
る
一
と
し
て
u

る。

〆

古〉



r日

こ
の
「
ざ
い
J
凶
存
の
通
説
で
は
、
地
l

ハパ
A
H
パ
凶
体
に
お
け
る
権
限
配
分
は
、
行
政
組
織
法
と
、
二
l

－
の
性
質
官
有
す
る
地
方
白
羽
法
ピ

J、
円問

／）
L
た
場
弘
、
議
会
又
は
長
以
外
の
機
関
（
住
民
有
税
省
団
体

に
権
限
を
配
分
す
る
、
」
乙
に
以
り

会に

iタ？
の
「司
係
Jヲー

'" て

（版人t士主主； GO 'G 222）三日「2iil''3、

お
い
て
胤
心
さ
れ
て
い
b

り、

住
民
投
出
＝
一
条
例
で
住
民
投
票
の
焔
来
日
β
長
等
を
約
束
ず
ゐ

（
住
民
投
票
の
的
染
、
町
、
凶
件
の
む
川
口
と
す
る
一

そ
心
宋
例
は
進
法
で
あ
る
与
さ
れ
て
い
4
0
n

し
主

L
、
こ
の
汚
説
に
刻
L
て、

長
も
議
会
も
住
民
古
ら
付
ぷ
z
f
与
一
行
て
比
五
的
止
中

性
を
猪
狩
し
で
い
る
ご
〆
｝
？
っ
、

寸
住
民
投
川
一
小
に
す
臼
集
い
島
辺
町

は
代
ト
点
際
問
一
〆
）
川
刈
げ
す
る
桃
ん
r
い
で
は

La

こ
の
主
張
2
止
め
る
ハ

こ
の
た
め
、
住
民
投
京
条
例
の
結
果
に
汁
す
る
は
長
の
尊
重
義
務
を
ど
め
る
た
げ
で
ぺ
ト
ィ
問
中
い
山
県
力
主
持
た
な
い
及
川
相
14

川
市
昨
ほ
の
場
介

は
、
白
治
体
力
同
市
終
的
な
口
也
決
！
止
で
な
L
以
一
、
宗
法
及
。
ひ
池
与
口
治
法
と
の
長
触
が
内
密
に
な
る
日
」
し
し
は
な
レ
と
し
て
し
る
。
こ

れ
ま
C
実
捻
さ
れ
た
f
t
民
枚
以
は
、

寸
べ
て
こ
の
諮
問
町

I

ご
め
る

た
だ
、
諮
問
主
な
ら
刊
で
も
よ
い
J
い
う
わ
討
で
は
な
い
J

一
江
作
心
規
lUに
よ
り
山
長
に
権
限
が
う
え
ら
れ
と
い
る
品
合
に
、
そ
の

行
使
に
勺
介
つ
て
は
、
片
山
内
伴
以
削
川
心
也
事
言
語
が
県
『
目
さ
れ
て
い
る
工
う
タ
守
政
処
分
も
あ
り
、
ふ
の
ょ
っ
な
場
台
、
そ
、
り
行
政
処
分

に
対
し
て
ι
れ
い
げ
は
訳
出
市
心
が
F
れ
を
尊
重
す
る
義
人
心
ふ
」

uu誌
に
点
、
し
に
場
合
二
h

、
議
問
刑
と
い
え
ど
も
巾
司
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
会
地

7

つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
花
問
刊
の
刊
民
投
票
条
例
を
制
定
、
三
り
て
れ
を
実
際
に
注
用
f
Q
Mムロに
ιお
い
て
、
そ
の
対
象
げ
l
d
行
政
処
分
で
あ

る
と
き
は
、
行
政
処
分
の
安
打
な
確
認
証
J

、
住
民
投
票
の
対
訟
と
い
ヲ
る

γF）日’立山一
J

一
ト
検
討
す
る
必
い
い
か
い
わ
ゐ
）

;1～＼ 

判

同｛
 

，H
長
が
作
民
投
票
の
如
来
と
異
な
る
判
断
を
し
た
；
：
三
1
1
そ
の
是
非
が
争
わ
れ
に
事
案
と

L
て
、
米
軍
普
天
羽
飛
行
川
例
代
替
ヘ

ボ
i
i
建
設
事
件

（
那
寝
泊
汁
十
成

7fι
「
ir止
日
〉
が
あ
る
n

牧
民
投
票
－
U
法
的
以
到
来
々
に
つ
い
て
は
、

「
山
氏
は
：
e

‘
市
民
投

川A
に
お
け
る
有
効
投
票
の
銭
苔
い
ず
れ
か
治
手
数
心
六
日
、
を
単
一
亙
ず
る
も
の
、
と
す
る

と
の
住
民
投
票
条
例
の
規
定
ば
、
投
川
一
市
民
恥
果
ピ

法
り
別
利
点
力
ハ
ヤ
」
h
H
f
必
ず
る
と
出
眠
法
民
ド
制
に
よ
る
現
行
法
の
制
度
原
則
正
に
整
合
し
な
い
川
和
民
主
犯
米
し
か
ね
な
い
こ
と

h
t
b
す
る
う
L

、



市
兵
に
法
的
義
務
を
料
「
も
の
で
は
な
く
、
投
烹
川
町
散
な
参
考
に
ず
る
よ
、
け
し
U
U
K

訂
「
る
も
の
に
踊
ぎ
な
い
と
従
来
の
通
説
に
れ
コ
た

汀
一
小
を
｝
ノ
た
本
汀
決
色
、
町
一
利
己
、

、
十
小
作
ぇ
rh
例
の
投
川
一

r如
来
尊
重
義
務
を
約
束
却
に
託
む
こ
こ
は
か
な
り
の
’
川
町
却
が
あ

り
、
多
数
説
に
従
う
限
り
、
山
県
卓
義
務
規
P

心同
L

特
別
の
法
的
抗
主
力
中
認
め
る
解
釈
は
出
川
て
こ
沿
い
。
特
別
の
法
的
約
点
々
を
認
め
る

に
は
、
現
F

七
地
v
H
H
治
山
泌
が
れ
長
け
放
同
E
r叶
以
と
規
定
す
る
も
の
で
あ
勺
て
も
町
長
例
三
官
夜
以
下
山
引
か
促
た
さ
一
円
一
る
引
皮
を
b
d
日
丈

ぬ
ム
ロ
に
は
、

ネ
一
れ
が
－
i
一
千
ー
は
単
重
義
務
規
定
に
川
心
苦
、
な
い
と
し
て
も
、

は
お
引
民
投
京
結
来
に
特
別
の
法
的
拘
束
力
を
お
た

rる
こ

と
や
一
地
主
H
治
法
什
同
体
げ
か
計
…
不
却
に
認
め
と
い
る
と
い
工
つ
解
釈
が
川
市
宮
で
為
る
η

そ
し
て
、
二
口
径
の
解
釈
ケ
↓
導
く
と
め
に
は
、
品
川
リ

円
円
治
法
に
立
い
す
る
憲
法
限
定
か
ら
、
特
に
？
の
主
権
傾
注
目
f
b
、
人
民
主
権
説
に
依
却
し
て
一
」
れ
ん
と
制
収
拠
づ
行
る
必
泌
す
点
る
一
、

と
法
へ
て
い
る
F

一
】
レ
今

ご、才い人

し
て
、
高
ー
え
欽
美
は

こ
河
川
丸
ー
リ
I
」
中
づ
4
1
U

二
B
L

l
j
i
～

i
j
b

」

賛
否
い
ず
れ
炉
辺
斗
l
数
む
な
uEJr
尊
重
す
る
も
の
と
寸
7
9

ま
れ
と
い
ぷ
半
九
段
ど
し
て
い
る
が
、
「
尊
重
す
る
も
の
と
す
る
”
？
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
宍

t

止
ま
り
日
と
い

い
、
〆
J

庖
川
中
I
L↑一

？
mh
い
と
い
う
い
守
派
セ
ム
山
ん
だ
表
現
に
押
し
込
め
ら
れ
る
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
ゐ
る
住
足
技
票
の
経
ー
作
に
よ
れ
ば
、
成
げ
し
た
条

例
い
仲
品
川
っ
き
一
山
一
人
口
上
の
市
民
が
投
票
を
し
た
の
ゼ
あ
品
、

一
般
に
条
例
が
法
的
拘
宗
万
を

pιす
る
こ
と
は
い
う
ま
で
J
U
な
い
v

ヤ

J」

の
行
で
、
判
決
が
守
、
測
の
定
乏
な
自
ら
日
首
IJ

青並品川叫奴｛一応
n

と
レ
ス
ノ
と
方
υ

て
い
る
こ
と
は
甘
に
ま
り
」
表
現
と
オ
病
〕
て
レ
る
に
む
J

''°'; 1:vz禁法作品合｛

げつ、
L

の

一
丙
ー
ホ
ー
す
る
J

も
の

〆
、
い
う
規
火
は
凶
作
n

るい労
huを
求
川
町
司
令
規
定
で
は
往
く
、

ま
さ
に
義
治
規
定
／
一
L
え
こ
と
に
ほ
か

z叫
ら
白
い
ο
制
と
に
い
た
る
川
町
総
を
川
冗
ふ
れ
ば
、

た
い
件
余
例
の
品
問
ヒ
日
は
、

賛
ア
け
い
ず
れ
か
逃
主
殺
の
意
目
、
守
本
一
考
柱
交
に
し
亡
、
F
川
視
J
f

し
て
も
よ
い
、
、
い
う
ご
乙
JY
求
吟
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
「
甫
r
重
し
な
け
れ
ば
日
ら
立
に
に
い
う
f
乙
を
安
水
し
と
い
る
も

の
以
外
の
一
一
も
の
で
も
な
ど
、

と
山
地
へ
て
い

前
山
中
央
パ
ス
苧
汗
最
古
川
設
品
川
一
ー
小
法
廷
昨
利
j
p
J
年
れ
に
い
乃
九
川
判
決
（
民
集
一
九
巻

阜
重
義
務
に
民
L
て
は
、

五
h
T
J

？ハ
T

ヘ
（！メ人民半、 Gi (6 '2c' 1Zc0〔2りlキ 1



r日

~ ,,, 
） 

の
中
で
、
一
般
に
、
行
政
庁
が
行
政
処
分
を
す
る
に
占
め
た
っ
て
、
訪
問
機
関
に
諮
問
し
、
そ
の
決
定
紅
専
一
十
し
て
処
分
を
し

江
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
ナ
、
が
｛
弘
め
て
い
る
の
は
、
j

し一～一－

c
t
、

長
記
’
f
u
u
d
L
β

：
八
央
司

L
Z

下
J

l

t

E

1

2

J

J

 

諮
問
機
関
心

J、
円問

主
考
山
岡
山
を
払
い
、
特
設
の
合
法
的
伝
攻
回
の
な
い
か
ぎ
り
こ
れ
に
反
す
る

ι分
配
し
な
い
で
つ
に
裟
ぷ
一
j

るャ

J
に
よ
れ
、
九
ー
↓
ポ
「
政

処
分
の
存
較
的
な
旭
l
t
d当
と
公
正
を
担
保
す
る

て
い
る
U
J

民
で
あ
る
と
与
え
ら
れ
る

e

」
と
L
て
お
り
、

分
な
考
慮
を
か
っ
ー
～
仁

ネ
一
心
結
果
〆
孟
ハ
は
る
己
記
が
な
汽
れ
る
一
可
能
性
が
み
る
も
の
の
、
干
の
場
合
に
は
斗
う
内
し
た
刈

肢
に
け
す
る
明
信
な
雨
明
良
午
J
1
A
h
h
つ
こ
と
に

こ
U
よ
う
に
ど
と
そ
詰
問
先
ー
で
あ
打
肯
主
義
務
一
叱
諜
寸
ど
け
で
あ
っ
て
も
、

現
兵
に
は
、

名
設
中
市
の
よ
戸
つ
は
例
以
少
な
〈
、

投
票
結

栄
一
古
川
↓
似
し
た
判
析
は
、

行
い
に
く
い
の
が
一
川
以
で
お
る
d

2 

円
J

完
投
票
へ
の
批
判
い

亡
民
川
何
百
市
に
い

vdrる
住
民
か
ら
の
安
望
や
籾
待
が
い
い
叶
弐
る

一戸ぴ

方
て
、

C
R投
票
に
い
叫
す
る
恨
強
い
批
判
川
が
あ
る
。
こ
れ
ま
て
凶
の
い

ろ
い
ろ
た
調
任
会
拾
い
討
会
ム
写
で
住
げ
は
投
票
同
比
す
る
調
告
・
併
究
が
行
わ
れ
、
そ
の
必
女
性
が
説
わ
れ
七
7
0
（
り
の
、
作
い
え
投
認
の
角
（

の
倒
閣
J
K

乙
考
慮
し
て
、
十

4
7
～
実
胞
に
士
で
踏
み
込
め
な
い
状
河
が
あ
勺
し

そ
の
ひ
こ
つ
が
、
什
口
氏
校
出
は
代
表
尺
と
制
／
ア
ぶ
一
（
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
、
こ
す
る
見
解
で
あ
る
ご
さ
す
が
に
、
花
問
引
の
仰
い
同
投
票

ア
｝
ト
川
J
P
3
7
Dル
川
出
叶
ー
や
ホ
、

l
ヌ
1
2
1
i
E
i
7
k

育
成
の
大
台
併
を
九
人
機
に
多
く
の
刊
民
1
1
川
山
が
実
施
さ
れ

ryuい
う
事
実
カ
あ
る
な
か
少
数
派
／
ア
工
っ
た
が
、
ん
弘

に
述
ペ
た
士
つ
に
約
束
却
の
住
民
投
票
条
例
に
は
、

反
対
論
が
多
い

義
務
部
住
民
投
崇
条
杭
で
み
る
と
、

り
コ

i
ル
ζ

日
様
の
有
権
者
の
一
分
の
一
り
山
有
名
数
を
必
一
山
っ
と
Z
G
r
J
治
体
は
、

F
い
よ
州
問
川

日

υvラ
J

I

l

l

 

で
、
恥
低
で
も

と
あ
り
、
条
例
の
制
定
改
夜
訂
求
ピ
必
交
な
有
名
校
の
h
O
分－
4

一ピ

。
分
の

一
市
町
、
？
〕
料
、

比
し
て
、
力
尽
ち
の
出
有
名
数
を
必
要
J
し
と
お
れ
、
そ
う
日
間
半
に
集
か
ノ
ら
、
れ
る
も
の
で
は
な
い
司
こ
う
し
た
加
と
か
ら
、
注
民
投
票
日
引

'Piえ人法学； GO 、＇.G22~ ） 三oO [2υ1'. 3、



乱
党
さ
れ
る
L
Y

い
っ
1
7

～
可
縦
性
は
き
わ
め
て
低
い
c

均
十
A
口
治
の
ム
権
有
は
口
氏
で
あ
川
、

信
託
市
か
ら
一
三
九
仏
、

首
長
な
り
、
読
ん
I
C
汀
断
が
住
民
の
意
思
と
ヴ
印
可
離
1

／
て
い
る
こ
性
尺

ー
す
判
断
L
f場
合
、

リ
コ
ル
制
立
以
外
に
、

一
一
俸
の
セ
フ
ア
ィ
永
ッ
ト
乙
し
て
、
エ
椛
省
自
ら
が
判
断
す
る
ル
、
ト
が
川
ム
E
E

さ
れ

て
い
る
べ
き
で
あ
る
。
示
会
や
円
長

η
判
断
が
「
へ
て
け
し
い
」
は
以
ら
す
、
判
断
を
が
／
二
一
場
介
に
、

そ
の
責
作
ぃ
・

7
1ケ
は
、

お
に
は
一
は
ひ
日
ら
ぬ
れ
白
日
h
u宍
氾
ず
る
こ
、

キ
J

で
も
代
表
作
ん
主
剖
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
運
用
整
備
さ
ー
れ
る
べ
台
も
の
で
あ
忌
し
山
本
木
司
議
会
基
本
条
例
市
一
条
九
項
で
は
、
議

ム
ム
の
権
限
に
属
寸
る
重
要
以
議
決
事
項
仁
つ
レ
て
、
必
更
が
↓
め
る
ー
と
認
め
る
と
き
は
、
議
た
円
ら
が
住
民
投
票
を
行
い
司
、
そ
の
払
果
を

.~主
主重

ノj、；義
流 i夫
被す
之子る
は旨
しノノ

堤
辻三

ど
主主

る

戸
治
体
に
円
八
十
ム
す
る
生
以
と
地
方
政
府
1
t
C
民
絡
を
つ
ッ

7
・
ル
リ
！
流
に
什
ん
古
川
契
約
九
府
内
り
判
位
制
析
に
原

ら
し
、
依
可
制
ム
て
で
あ
る
住
民
が
代
理
人
で
あ
る
政
げ
を
統
制
F
る
J
段
、
と
し
こ
じ
民
投
宗
が
令
効
で
あ
る
と
王
振
し
と
い
る
v

作
い
え
川
何
百
万
三
付
ナ
る
批
判
の

一
山
、
は
は
、

住
尽
投
票
は
山
水
巾
内
山
政
ム
Q
N

陥
け
や
す
く
、
十
八
衆
操
作
に
よ
る
政
官
手
段
化

F
る
仇
践
が
仁
が

あ
る
、
；
す
る
見
解
で
あ
る
）
情
戸
川
い
不
足
や
資
料
十
え
の
引
で
は
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
扇
動
家
L

よ
る
大
税
操
作
の
nが
い
非
主
受
け
や
す

J」

い
と
レ
ニ
ノ
こ
ど
で
あ
る

ゐ
副
で
は
こ
の
街
怖
は
外
れ
て
し
る
と
は
二
円
い
が
た
い
亡
、
〕
か
、
〕
、
情
報
保
H
h
p一
義
払
い
い
け
、
）
た
り
、

''°'; 1:vz禁法作品合｛

方
法
を
改
寄
ず
れ
ば
、
そ
の
川
能
性
を
低
め
る
、
一
こ
は
町
誌
で
あ
る
n

ま
す
八
ん
で
、
三
の
批
判
は
、
選
挙
の
乙
き
だ
け
住
民
は
花
し

い
日
断
を
し
、
住
民
投
票
の
乙
え
ら
は
感
情
ゃ
い
悩
穏
に
流
さ
れ
や
す
い
と
↓
門
っ
て
い
る
ご
と
と
汁
じ
で
、
」
引
っ
ハ
ぃ
4
4
的
述
訂
が
あ
る

r
は

汁
】
え
ば
い
U

、
ア
れ
ま
で
も

マ
ト
J

ナ
ブ
ム
や
、
）
F

J

手
ル
ド
レ
ン
／
一
呼
ば
れ
る
よ
う
日
琵
V
T
も
羽
に
あ
コ
や
わ
け
で
占
め
る
。

ま
三
、
選
挙
で
選
ば
れ
乙
円
民
や
議
員
が
、

般
選
挙
民
よ
り
も
段
、
れ
ん
J

泳
ド
ケ
資
質
を
お
勺
て
い

必
ず
し

も
喝
ご
う
と
は
戸
、
凡
な
レ
r

こ
れ
ま
で
の
歴
史
今
一
振
り
」
ほ
っ
と
と
き
、

L

リ
1
1
守
僚
や
以
治
家
の
失
敗
を
苧
け
れ
ば
き
り
が
な
い
ー t

え
ん
γ
？

仁
月
号

－件一円
4
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r日

ず
れ
に
、
以
て
も
、
ふ
の
結
来
貢
伴
は
、
長
終
的
に
什
は
民
が
負
担
し

t
き
た
の
ご
あ
る
r

一J
4
月
は
、
住
民
投
票
は
泡
民
｛
ゴ
で
あ
ろ
、
日
民
司
対
立
を
む
く
等
の
批
判
が
あ
る
υ

ー
〕
か
し
な
が
っ
、
今
や
泊
民
住
民
心
者
川

J、
円問

を

ι視
L
て
、
あ
る
い
は
協

H
h午
、
L
て
政
策
や
事
業
主
’
ち
7
h
｝
ぐ
は
問
料
い
な
状
況
、
一
州
市
つ
亡
き
し
て
お
り
、
自
民
司
の
対
J
V十
弘
何

4ζ

れ
に
限
3

た
こ
と
で
は
な
く
、
ヨ
常
心

e
H
Kに
k

る
い
政
策
、
決
定
に
お
い
と
も
起
こ
h
う
る
こ
；
＼
〈
1
的
打
、
志
引
け
い
か

這
・
対
げ
を
お
え
て
九
じ
す
川
内
作
り
な
ノ
J
Vっ
必
泌
が
あ
る
。
当
然
の
こ
と
は
が
ら
、
引
民
投
京
は
、

社
史
的
限
界
が
お
り
万
詑
と
は
な
い
U

一hA
策
形
成
泊
料
に
お
い
と
司
能
な
恨
h
り
ん
怠
点
目
N

模
索
さ
れ
た
加
？
λ

で
、
そ
れ
で
も
な
お
合
意
に
速
し
な
レ
場
合
の
最
終

T
校
と
し
て

川刷
w

ら
れ
る
よ
と
で
た
る
＝

こ
の
ほ
か
、

住
民
投
百
行
小
i

少
数
者
抑
圧
の
手
段
と
し
て
引
い
ら
れ
る
危
瑛
件
が
あ
り
、

や
は
り
仕
尺
投
票
が
多
数
決
原
理
に
基
づ
く

ー
；
、J
f
r

j
 

こ
れ
は
汗
去
で
き
公
い
ν

長
百
一
市
粘
巣
に
法
的
約
束
川
ピ
持
た
せ
た
場
合
に
は
、
ノ
ー
口
一
段
山
一
出
は
決
半
子
M
H
1
ぐ
な
円
、

投
山
一
小
心
ー
バ
象

事
項
や
は
古
市
川
い
域
の
取
り
布
に
よ
っ
て
は
不
万
に
少
数
お
し
に
不
利
、
材
、
中
及
ぼ
し
、
こ
れ
を
抑
圧
「
る

l
段
と
な
り
う
る
し
こ
う
し
た
危

険
料
ど
い
い
対
し
、

運
用
上
千
制
皮
設
計
i

ー
分
に
配
慮
す
る
必
安
が
為
る
。

ミυ 

H
H
民
投
票
条
例
へ
の
期
待

の
多
く
は
、
吋
人
間
問
問
住
民
投
票
は
J
さ
れ
る
と
し
、
法
沖
主
改
京
、
〆
し
法
律
！
の
一
族
杭
ん
が
勾
J

え
、
い
ノ
れ
れ
ば
、
住
い
刈
投
誌
は
可
舵

こ
の
～
～
山
町
、
点
pf也
方
自
治
法
令
、
改
正
し
て
、

般
的
州
市
諮
問
剖
の
住
民
投
票
の
導
入
を
図
ろ
う
／
て
J
る
政
令
イ
f

－4
一見

ら
れ
る
。
川
内
ν
んぺい

rM片山江
E
h
〆ノ仲川氏投川一山］

情
報
宰
け

は
、
住
民
投
票
制
支
を
拡
妃

γ
る
た
め
の
却
方
自
治
法
改
正
の
試
案

を
公
表
L
て
い
る
n

氏
兄
政
権
に
お
h

て
も
、
一
川
氏
ム
丁
党
政
策
展

二
C
C九

分
議
改
革
t

の
中
戸
山
、
性
民
投
票
J
U
Y

－泊

H
Z
C間
同

域
（
り
意
同
、
決
定
に
一
位
極
的
に
反
り
人
れ
る
た
め
、

仲
代
以
投
票
法
ー
ム
ケ
制
定
寸
る
い
亡
、
が
記
ι表
さ
れ
て
い
る
口

し
か
し
な
か
ら
、
法
制
化
に
よ
り
判
別
税

ー
た
住
民
投
山
一
川
制
度
を
設
け
る
必
要
は
ー
よ
く
、
投
レ
L
一
守
つ
は
ら
ば
、
住
民
伐
山
市
条
例

'Piえ人法学； GO 、＇.G226）三02i:2υ1'. 3、



の
法
的
絞
拠
乞
ド
っ
た
る
三
け
で
京
九
分
で
あ
り
、
そ
の
制
攻
設
計
は
作
一
H
r
U体
に
何
ザ
ブ
叫
べ
さ
で
あ
る
v

こ
れ
ま
で
の
p

伝
統
的
な
ナ
、
作
品
・
制
反
論
か

、
H
U
民
投
票
の
粕
mポ
に
法
的
拘
主
h
り
を
持
た
せ
る
戸
、
と
は
疑
義
の
あ
る
問
題

1、
ij 

Iペ寸

い。
t

か
1
1
泡卜
hv八
N
H
悼
怖
か
っ
地
域
、
一
ト
l

従
へ
、
地
ん
の
こ
乙
は
泡
方
が
川
断
－
j
る
と
い
う
一
一
氏
的
な
流
れ
の
な
か
で
、

こ
’
れ
ま
で
以
上
に
、
住
民
九
一
泊
・
住
氏
参
加
の
必
要
竹
内
J

叫
ば
れ
と
い
る
。
そ
、
「
し
た
ぼ
泊
、

ψ
i
D
首
長
、
日
一
叫
ん
お
が
適
よ
仕
ル
ル
ピ

川
町
り
、
仏
民
投
票
全
釈
を
内
川
ア
止
、
i
J

亡
の
で
あ
り
、
当
該
司
，
い
旧
住
げ
の
市
政
選
日
常
の
つ
、
佐
民
参
加
制
ば
り
一
つ
の
万
式
一
し
亡
、
作
氏

投
川
一
り
を
定
か
ノ
、
そ
の
結
果
に
北
川
づ
〈
思
霊
決
む
を
行
う
と
川
け
い
此
し
た
の
で
込
り
、

一
種
の
一
政
権
、
プ
安
花
山
が
あ
り
、
草
草
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
し
ま
ど
、
平
成
の
大
台
併
で
、
多
く
の
住
民
投
引
は
も
ん
泌
さ
れ
多
く
の
投
郡
吉
パ
「
ん
ど
の
て
あ
り
、
そ
の
粁
咲
か
ん
ー
か
さ
れ

る
べ
き
J
U
心
て
あ
る
へ

前
述
し
人
枕
潟
県
一
越

h
心
地
域
協
議
会
妥
H
H
C
J
1公
選
制
の
よ
う
へ
吋
も
投
票
結
県
1
V
7
自
長
三
議
会
一
千
約
束
ず
る
制
戊
と
理
解

せ
ず
に
、
作
氏
投
票
条
例
の
制
広
に
則
っ
て
出

5
れ
に
j
え
の
す
品
川
ん
・
投
票
伝
来
に
、
計
三
議
会
が
投
票
件
以
の
と
お
り
判
断
「
る

と
担
M
併
ナ
る
の
で
み
る
〕
円
じ
拘
尽
力
・
日
終
力
と
い
、
え
る
の
で
は
ず
れ
仏
い
だ
ろ
う
か
。
ハ
Y
2く
T
／
～
も
、
円
取
し
な
い
口
試
の
仔
刻
が
h
H
A
羽
化
す

J
）
 

一
再
選
）
自
瑚
灸
刈
が
制
記
さ
れ
て
い
る
よ
λ
ー

る
こ
と
の
弊
山
ム
ロ
を
除

hrる
に
め
に
、
自
分
の
任
矧
々
の
丹
選
だ
日
を
制
限
す
る
多
選

J」

に
、
現
政
権
卜
の
首
長
の
円
期
川
内
、
占
め
れ
ば
、

｜可な
部お
奈さ
降おら
：主内
:il 
っ丹、
ヘド

O) 

:t 
／ご
し、
～寸寸p

〆＇＇

1コ、

条
例
ば
防
法

'"'; 1:vz禁法作品合｛

さ
ら
に
日
治

υ
法
権
乙
の
関
係
で
コ
え
ば
、

治
じ
パ
リ
分
権
点
υ
Fが
進
4
U
h
也
か
、

山
治
市
下
山
川
に
つ
い
て
は
、

片
山
造
反
L
な
い
と

f
る
捻
之
が
怖
く

r堺
一
J

べ
き
で
あ
る
ζ

、
↓
張
、
v

て
い
る
。
五
訟
で
似
附
さ
れ
た
ブ
L
L
ア
ン
プ
ル
ナ
な
館
山
以
で
は
、

斗
治
体
の
条
杭
で
上
京
1
1

し
が
吋
訟
な
領
域
が
存
仕
一
q
J
る
よ
う
に
、
策
法
九
一

長
に
旧
札
｛
止
す
る
地
ー
一
有
一
泊
の
恥
i

己
［
口
論
、
半
E
E

川氏九

冗
粂
に
川
グ
止
す
る
一

心
地
万
公
共
団
体
の
み
に
泊
用
さ
れ
る
的
別
法
の
去
草
川
選
挙
円
規
定
限
日
か
ら
ず
れ
に
、

地
域
什
比
九A
の仲
1
h
に
重

大
な
影
響
4
2
及
ぼ
L
U
J
よ
司
以
も
の

そ
れ
、
か
内
治
体
の
雫
務
に
属
す
る
も
の
で
は
弓
〉
本
ポ
基
地
の
よ
う
な
も
U
で
あ
っ
て

（！メ人民半、 Gi (6 '27' 1ZG1〔2りlキ 1



r日

I
3
）
は
、
意
法
で
保
障
さ
れ
る
「
主
ノ
な
ギ
可
伎
の
系
半
的
人
ぬ
が
侵
正
一
3
れ
る
よ
人
ノ
な
場
合
を
除
き
、
あ
る
い
は
む
v
J
ろ
窓
訟
で
保
障

さ
れ
る
と
こ
ろ
幻
凶
民
の
福
祉
め
文
化
牛

r山
環
境
の
山
l
L
J
、
地
域
内
氏
の
公
共
の
福
祉
が
よ
り
胎
－
ぷ
手
れ
々
と
円
や
れ
る
で
勺
な
場

J、
円問

台
に
は
、
抗
主
裂
の
住
民
投
叫
山
条
例
が
認
め
3

れ
る
べ
き
と
あ
る
池
卜
力
自
治
法
施
行
後
ハ
心
主
〈
A
hー
の
寂
月
が
向
性
過
L
、
間
接
民
＋

五
五
日
が
桜
花
木
全
の
状
態
J
V
E
土
し
、
時
汁
ー
は
安
土
町
の
ぞ
つ
に

Uμυ
川
引
を
起
、
」
す
危
険
性
も
μ
めいり、

4

止の
A
A
Jれ
の
も
と
C
は
、
的
行

斗
治
の
七

f
ヲ
フ
ィ

11γ
ッ
ー
の
一
つ
の
ル
ト

ζ
L
て
、
持
来
型
牧
民
投
票
条
例
が
認
め
ら
れ
る
に
す
号
、
え
ら
れ
る
n

加
｝
れ
ま
で
幾
駐
し
し
な
ノ
＼

住
民
v
A
E
J

川
叩
一
引
体
カ
ら
の
住
民
投
山
一
Arι

完
結
を
求
め
る
請
求
古
一
門
長
や
議
会
げ
か
小
「
決
1
、
リ
7
1
ル
が
本
米

の
制
度
伺
前
う

1
デ
戸
市
る
m
u
で
苅
い
川
刷
、
吉
、
れ
て
き
に
例
以
数
多
く
日
わ
ら
れ
る
。
リ
コ
ー
ル
は
、
本
来
全
否
定
で
忘
句
、
け
「
一

l
ル
で
併
以
汽

れ
た
P
H長
が
を
心
伎
の
辺
苧
C
再
選
さ
れ
る
と
い
う
み
る
意
以
て
央
常
な
宅
一
号
も
紋
リ
川
さ
れ
る
よ
う
に
ん
払
っ
て
き
て
い
る
漢
字
は
、

本
末
政
策
全
枚
目
γ
旬
、
つ
も
の
で
あ
η
、
山
汁
？
百
人
投
票
は
知
引
の
人
以
策
の
是
4
w
b
r一
小
山
内
う
も
の
で
呉
f
F

円
以
も
の
で
あ
る
ー
例
制
別
判
定
の
政
策
が

足
立
と
大
き
く
五
段
し
ー
に
と
き
に
、
（
て
れ
を
是
王
す
る
子
段
が
η
コ
ー
ル
制
ほ
し
か
な
い
と
い
う
（
U
U
U
、
問
、
り
か
に
現
行
地
わ
け
ム
か
制

度
の
欠
陥
で
あ
る
υ

f

v

、
引
も
、
り
コ
ー
ル
さ
れ
た

uu誌
が
一
円
一
反
さ
れ
る
と
い
う
事
態
は
、
そ
れ
以
ー
に
制
吃
の
オ
汽
を
映
し
出
し
て
い

る
に
臥
つ
に
田
心
わ
れ
る
c

r
Hけ叶

hυ
）

D

ゴi
l

j

一

二
午
十
パ
バ
ー
か
ら
、
国
民
が
裁
判
一
叫
J
1
〆て川－
H
ぷ
判
に
山
予
加
、
二
被
牛
門
人
げ
Lv
右
掠
か
と
う
か
、
ゐ
罪
の

ぬ
ム
ロ
こ
の
よ
う
な
川
に
す
る
か
合
裁
判
店
ぐ

同
氏
が
川
事
決
刊
に
参
引
ず
る

る
と
い
う
裁
判
員
制
反
が
ス
タ

こ
と
に
亡
リ
、
裁
判
が
身
近
三
分
か
h

？
「
い
も
の
J
L
I
り
、
司
法
に
け
川
す
る
同
尺
C
日
煩
の
向
ー
に
つ
な
が
る
ご
と
が
期
待
手
れ
て

い
4
G
U

検
察
存
査
会
叩
ト
J

り
改
正
J
P
Cわ
れ
日
山
吋
に
地
ノ
J

じ
さ
れ
、

川
以
降
に
一
行
わ
れ
～
起
訴

rh
の
議

平
成
二
二
寸
白
川

ま
Ja

ト、

決
に
対
し
て
仏
関
山
浩
一
h
が
恒
一
志
し
な
い
場
台
に
は
、
改
め
て
検
察
審
仁
川
会
議
で
帝
京
斗
1

、
そ
の
結
果
、
担
訴
「
吐
き
で
為
る
〆
｝
い

起
訴
議
決
）

か
t
の
コ
入
札
方J
ム
口
に
は

崎
山
仏
訟
官
の
判
断
に
か
か
わ
ら
ず
起
訴
の
子
続
β

と
ら
れ
る
、
、
と
に
な
っ
九
J

－

、
一
れ
ま
で
、
温
民
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多
出
・
市
民
参
拡
が
設
も
遅
れ
て
い
る
と
一
一
わ
れ
て
い
た
吋
門
前
な
司
法
の
分
野
で
さ
乙
、
凹
い
民
・
市
民
の
田
空
持
続
で
き
な
く
な
っ

て
き
に
い
る
の
で
あ
る
ラ

川帆校悦治ト均’
J
治
法
が
制
定
さ
れ
、
担
ん
の
政
治
を
M
－
則
的
に
は
閣
議
尺
ム
制
に
「
o
h
り
江
川
小
ら
へ
そ
れ
を
一
四
円
ハ
一
元
す
る
た
め
の
つ
の

方
λ
〆
｝
干
し
て
、
条
例
の
制
定
改
実
請
求
、
事
務
恥
査
の
請
求
、
議
会
心
的
市
部
請
求
、
誌
只
や
反
応
日
こ
の
解
戦
前
本
と
ρ
っ
た
官
接
請
求

引
L
1
z
ピ
定
め
た
の
で
あ
る
そ
の
粂
杭
の
制
定
改
廃
前
ボ
叩
伎
を
利
用
L
K住
民
投
烹
の
請
求
は
、
、
」
れ
ま
で
八
京
1
d
f
が
議
会
で
さ

決
さ
れ
、
氾
子
市
均
一
会
］
河
の
よ
う
に
時
に
は
長
の
解
職
清
水
＼
と
発
反
L
L
も
の
も
あ
れ
、
リ
コ
ー
ル
制
度
、
β
本
来
の
刻
度
と
長
な

心
日
り
町
で
す
い
刑
さ
れ
、

談
会
が
凶
ご
心
機
能
主
l
分
県
た
仕
は
い
ん
一
め
に
多
く
の
泌
氏
を
引
J

だ一括、一し
L
い
る
乍
例
以
少
な
〈
な
い
（
こ

む
よ
沿
っ
は
制
度
的
L

火
山
現
象
が
守
じ
て
き
づ
い
る
ん
ζ
H
で
、
住
民
投
票
心
役
割
が
今
後
ま
す
ま
い
ヲ
宝
仙
広
と
な
っ
て
ぐ
る
に
迫
い
白
い
ハ

近
r
m
C汁
j

j

ヘJAy
卯
の
特
色
は
、

澗
々
の
行
政
J
C
E
m
L
A
不
お
上
び
執
行
過
程
に
内
げ
ら
れ
に
も
の
が
飛
照
的
に
拡
太
し
、

参
加
の
形

能山
y
u
多
隊
化
し
、
複
雑
比
し
て
き
で
お
い
九

1
C民
投
票
は
間
接
住
尺
の
投
票
に
工
っ
て
決
定
を
す
っ
点
で
、
円
恥
包
住
民
F

口
市
心
叩
〈
J
J

にハ旧二
J

削
肢
し
仁
一
斉
う
べ
き
と
と
も
で
き
る
示
、
以
山
、
人
き
た
限
界
を
も
っ
7
よ
出
り
、
多
様
な
方
法
の
ひ
し
く
つ
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
し
か
、
〕
な
が
、
コ
、
名
波

μん
が
、
山
支
や
市
議
会
議
云
等
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
存
一
で
は
、
住
い
ん
投
4
1
乙
い
λ
ー

J」

ア
伐
を
p

わ
打
棒
去
に
保
障
「
べ
き
し
m
’
に
つ
い
て
、

''°'; 1:vz禁法作品合｛

近
く
ま
一
ぷ
穴
式
が
脱
出
、
て
い
る
よ
う
ピ
、

住
fミ
マ＂ゴ又
田

市i
Jサー

対
ヨ
ザ

9 

件
；誌
変
｛乙
が
f」
,r、

れつ
γoo  

{,)'' J」

つ J

ぴ）
勺三、

一
九
九
八
年
与
n
A
A
が
問
。

ハ
ハ
）
分
ー
に
は

ーの一兇

今
日
で
は
憲
法
悶
一
条
町
一
J

「
全
日
氏
幻
代
表
規
｛
一
ιえ一
r

日
治
の

HZJな
純
粋
代
長
制
川
け
命
令
的
ず
安
打
廿
の
禁
ー
リ
ー
を
弔
い
／
｝
ず
る
攻
相
川

と
は
ば
〈
）
半
代
表
引
な
い
L
H引
ム
ム
パ
ベ
子
治
代
表
と
し
て
解
「
る
工
こ
が
通
説
、
に
な
っ
て
h

純
粋
ペ
ー
表
嗣
川
で
は
代
表
U
E
t
p↑
川
氏
の

意
尽
か
ら
仙
川

v
L
て
一
行
訪
す
る
、
｝

に
出
陣
出
陣
さ
れ
命
令
的
委
任
が
禁
汁
、
予
れ
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
現
代
的
代
夫
制
h

で

b
r
h

！↑一切

z
一e

b

：
主
l
i

が
い
阜
市
正
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
古
呪
都
む
決
議
と
解
す
る
か

｛
、
半
代
京
税
丸
山
る
い
は
命
ム
リ
民
委
汗
と
捉
え
る
H
H

¥, 
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r日

杉
原
説
）

対
告
の

に
つ
い
て
同
月
ゾ
説
が
分
か
れ
、
汽
つ
に
、

の
反
峡
と
旧
抗
、
え
る
か

し
計
五
百
川
リ
i
的
代
表
日
芦
V
M
説）

J、
円問

反
映
を
選
挙
4

な
ど
の
設
公
構
戒
に
ま
で
求
め
る
か
、
政
住
・
政
策
濯
宮
沢
1
E
A
f
H
め
る
か
拍
J

の
謀
説
が
あ
る
。
基
本
的
に
は
、
法
的
側
目

／
「
工
に
は
従
恥
の
山
口
川
円
安
粁
p

耐
令
官
め
つ
つ
事
実
的
側
面
に
お
い
て
「
民
意
の
反
映
」
を
抗
め
る
リ
場
炉
支
配
的
で
あ
る
ι

方
、
作
氏
投
宗
制
改
J
V
弔
ー
な
る
作
民
参
加
制
度
で
は
人
位
ノ
＼
古
思
決
定
的
問
認
の
ハ
日
民
共
同
体
の
議
決
行
為
と
と
ら
え
、
官
接
氏
ム
丁

ね
に
よ
る
作
氏
に
よ
る
議
決
／
仁
為
ζ

同
奈
川
氏
主
制
に
よ
る
代
氏
刊
議
会
制
に

刊一

3
9
る
市
皮
と
し
て
何
ら
え
る
ご
と
が
で
一
さ
る
と
す
る
見
解
も
出
に
き
L

い
る
c

材
ぷ
状
況
が
担
U
Fる
な
か
、
自
治
体
が
や
れ
る
こ
J
は

が
に
も
に
同
質
の
氏
、
半
義
を
迫
求

一
狭
止
ら
れ
る

ん
で
、
住
民

u
行
政
に
サ
ず
る
必
望
は
多
U
M
化
す
る
と
と
も
に
憎
加
し
、
j

一
治
体
心
政
策
し
し
住
民
の
宏
明
干
に
ず
れ
い
か
中

じ
、
戸
市
川
杯
mv
政
限
法
定
へ
の
参
加
を
求
め
る
桜
ぷ
は
今
後
と
も
噌
大
し
て
く
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
v

ユ
う
し
i
h

よ
な
か
で
、
こ
れ
ま
で

の
よ
4
h
h
p
打
政
へ
の
J

一
見
参
加
γ
ス
テ
ム
で
は

l
分
で
ー
ブ
ハ
V

と
い
え
は
い

亡
民
川
何
百
市
制
ト
肢
は
同

本
来
伝
律
に
よ
り
制
陵
化
さ
れ
る
こ
と
が
主
ま
し
い
の
か
、
も
し
れ
な
い
し
し
刊
ゲ
し
な
が
り

現
行
地
わ
け
ム
か
制

度
の
制
吃
的
鋭
r
可
決
繋
げ
戸
各
地
で
M
1
日
〆
て
い
る
状
民
卜
で
は

政
治
決
定

く
れ
r
t住
足
参
加
’
v

ま
で
の
い
ろ
い

行
ミ
ト
永
、
な
お
〈
u
i
u

に
茂
、
〕
h
a
い川柳
d
n
の
子
段
y
：
エ
し
、
住
K
r
H治
を
推
進
、
℃
住
民
参
証
制
度
を
推
υ
進
め
る
た
め
の
多
仏
な
チ
ャ

ン
ネ
ル
の

っ
と
、
〆
て
、
そ
、
J

て
何
よ
L

り
も
、
代
武
田
町

τ
制
な
い
伯
ι
必
ず
る
削
茂
、
地
方
円
ム
山
の
セ
i

一
ノ
ブ
ィ
、
ス
ソ
ト
と
、
J

て
繋
備
さ

れ
ヨ
け
れ
ば
な
つ
な
い
っ

住
民
川
江
田
市
の
法
制
度
化
が
一
れ
わ
れ
て
い
な
い
状
況
下
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
桁
報
公
同
制
ぇ
、
資
詮
公
開
制
改
の
道
け
へ
と
4
3
3
＼
出

一
旧
体
が
一
件
の
川
氏
－
乱
伐
化
を
代
日
っ
こ
ζ

日
：
、

む／什
υγ
る
ひ
た
ち
で
、

ゴ
治
片
中
》

ζ

に
住
民
ム
1
い
旧
日
調
の
山
上
と
山
北
仔J
し
て
、
住
民
｝
」
約

の
慌
斗
ー
と
し
て
、
地
方
r
ゴ
治
を
育
む
つ
の
ツ
凡
で
あ
り
住
民
参
加
・
地
主
円
ム
旧
日
除
催
者
備
と
し
て
、
今
絞
と
も
住
民
投
与
条
例

仏

τ）

の
現
入
が
ノ
h
n
人
材
さ
れ
る
も
の
と
京
わ
、
れ
る
〈
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J」

ヘ1
2

朽
設
じ
に
お
け
る
に
百
十
円
一
へ
つ
ボ
ト
型
地
色
設
っ
け
九
非
三
一
問
、
つ
古

4
1
宗一九月以

F
る
去
例
で
は
ー
ヨ
ペ
叫
え
で
の
北
閉
じ
斗
ハ
が
原
末
、
の

萱
品
川
一
、
「
以
刊
か
v
h
J

、
環
境
対
策
や
経
尚
武
ト
米
が
問
符
で
き
る
の
で
世
γ
竺
、
脱
税
対
箭
や
妊
治
弘
司
ふ
が
則
仏
］
い
い
で
き
と
い
の
と
ば
刈
一

合
加
え
に
い
U
4
G
択一
t

戸J
4
0
u
前防止
γ
点、
h
さ
札
、
告
択
肢
r
F
4作
色
を
行
政
問
刀
明
昨
」
京
訂
し
て
v

る
（
山
川
将
一
以
丈
一
司
JL投
票
の
限
界
と
外

部
津
会
記
品
、
企
旬
允
二
五
円
J

「
〔
l

－一－

2
4
ヘ行人ロレ）〕

（2
一
川
崎
市
住
民
収
主
条
例
条
一
明
等
、
一
々
で
、
ど
れ
と
ば
血
に
、
仁
和
市
住
尺
投
票
条
例
リ
来
一
明
で
は
、
作
尺
投
票
の
投
京
に

に、

J
h
h方
の
選
先
日
れ
わ
れ
る
こ
介
と
わ
か
、
三
ケ
〆
｝
さ
は
、
役
山
示
日
を
変
立
す
る
J

に
が
て
き
勺
乙

L
て
い
る

5
v
；
↑
付
み
！

J

一
住
民
投
票
一
り
壱
川
町
宮
辛
子
間
寝
一
ノ
ム
リ
ス
号
、

t
L
三
ー
ケ
一
ア
バ
六
年
（
じ
パ
f

以
、
七
井
芳
一
佐
川

投
主
の
論
戸
？
と
の
、
芦
長
に
た
J

誌
作
を
y
h
け
ん
匂
へ
き
勺
J

l

」
以
前
川
允
し
オ

i
7
1
F
V
5
－
一
ハ
い
七
年
、
二
七
一
一

ヘ4
）
凶
凡
J
V
及川
A
J
r
R
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